
新
年
度
の
今
尾
小
学
校
が
船
出
し
ま
す
！ 

例
年
に
な
い
春
の
温
か
さ
に
、
校
区
内
の
桜
も
満

開
を
過
ぎ
、葉
桜
に
な
っ
た
桜
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
新
入
生
二
十
一
名
を
迎
え
、
全
校
児
童

百
六
十
一
名
で
、
新
年
度
の
今
尾
小
学
校
が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
幼
児
園
等
の
卒

園
式
に
続
き
、
本
日
の
大
変
お
め
で
た
い
小
学
校
入

学
式
に
際
し
ま
し
て
も
、
保
護
者
を
二
名
の
方
に
制

限
し
、
し
か
も
在
校
生
不
在
、
ご
来
賓
各
位
の
列
席

を
ご
遠
慮
願
っ
て
の
実
施
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

こ
と
に
、
心
よ
り
お
詫
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
同
時

に
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
か
ら
の
六
年

間
、
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
べ
く
、
精

一
杯
の
支
援
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
二
年
生
か
ら
新
六
年
生
の
皆
さ
ん
、
進
級
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
を
込
め
て
入
学
式
場
を

準
備
し
て
く
れ
た
新
六
年
生
の
皆
さ
ん
の
姿
が
、
と

て
も
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
式
で
の

新
入
生
の
皆
さ
ん
の
姿
か
ら
、「
よ
し
、
小
学
校
で
も

が
ん
ば
る
ぞ
」
と
い
う
新
鮮
な
意
気
込
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
の
や
る
気
に
満
ち
た
今
の

熱
い
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
切
に
し
て
、

で
き
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

小
学
校
・
中
学
校
の
義
務
教
育
の
九
年
間
は
、
人

の
一
生
の
中
で
も
、
体
だ
け
で
な
く
、
頭
も
心
も
、 

大
き
く
成
長
で
き
る
と
き
で
す
。
毎
日
の
登
下
校
や

授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
学
校
行
事
、
児

童
会
活
動
や
た
て
わ
り
活
動
な
ど
、
楽
し
い
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
好
き

な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
嫌
い
な
こ
と
も
、
き
っ

と
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
気
持
ち
が
進
ま

な
く
て
も
、
目
の
前
の
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
ぜ
ひ
、

前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
学
級
の
仲
間
や
全
校
で

一
緒
に
協
力
し
た
り
、
励
ま
し
合
っ
た
り
す
る
活
動

を
通
し
て
、
互
い
に
高
ま
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

今
尾
小
学
校
の
学
校
教
育
目
標 

「
進
ん
で
や
り
ぬ
く
」 

 
 
 

◇
『
よ
く
考
え
る
』
の
た
め
に 

 
 
 
 

◆
話
を
素
直
に
聴
く
。 

 

 
 

◇
『
仲
良
く
励
ま
し
合
う
』
の
た
め
に 

 
 
 

◆
自
分
か
ら
笑
顔
で
挨
拶
を
す
る
。 

 
 

◇
『
粘
り
強
く
』
の
た
め
に 

 
 
 

◆
具
体
的
な
目
標
を
も
つ
。 

 

ま
ず
は
、
こ
の
三
点
を
意
識
し
な
が
ら
生
活 

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
今
尾
小
学

校
の
校
長
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
前
任
の
日
比
校
長
先
生
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
、
保
護
者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
か
ら
の
絶
大
な

る
ご
支
援
や
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
と
う
か
が
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
学
校
の
教
育

活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
に
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

（
髙
橋 

崇
敏
） 

（
海
津
市
立
今
尾
小
学
校
長 

髙
橋 

崇
敏
）                        

《
退
職
・
転
出
職
員
》
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

校  

長 
  

日
比 

修
二
（
再
任
用
退
職
） 

教  

諭 
  

西
松 

裕
子
（
定
年
退
職
） 

教  

諭 
  

伊
藤
諭
一
郎
（
養
老
町
立
養
北
小
学
校
） 

常
勤
講
師 

 

杉
野 

孝
正
（
大
垣
市
立
墨
俣
小
学
校
） 

常
勤
講
師   

北
村 

恵
里 

（
海
津
市
立
大
江
小
学
校
） 

学
校
図
書
館
司
書  

森 

周
子
（
海
津
市
立
石
津
小
学
校
） 

特
別
支
援
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

山
下 

ち
ほ
（
海
津
市
立
城
山
小
学
校
） 

《
転
入
職
員
》
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

校  

長 
  

髙
橋 

崇
敏 

（
揖
斐
川
町
立
揖
斐
川
中
学
校
） 

教  

諭 
  

日
比
野
央
義
（
輪
之
内
町
立
仁
木
小
学
校
） 

教  

諭 
  

堀 

晃
大
（
新
規
採
用
） 

養
護
教
諭 

 

森 

千
恵
（
海
津
市
立
平
田
中
学
校
） 

学
校
図
書
館
司
書  

水
谷 

晴
子
（
海
津
市
立
石
津
小
学
校
） 

特
別
支
援
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

日
比 

裕
美
子
（
海
津
市
立
海
西
小
学
校
） 

 

令和５年度 えのき通信 

海津市立今尾小学校だより 

令和５年４月７日 今尾の子 

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
対
応
に
つ
い
て
】 

 

令
和
五
年
五
月
八
日
（
月
）
か
ら
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
「
二
類
」
か
ら
「
五
類
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。 

当
面
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

・健
康
チ
ェッ
ク
カ
ー
ド
は
五
月
七
日
（日
）ま
で
継
続
し
ま
す
。 

・マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
主
体
的
な
選
択
を
尊
重 

し
、
着
用
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ま
す
。 

・給
食
時
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
個
人
の
判
断
に
委
ね
ま
す
。 

 


